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2018年度 健康科学部門活動報告

健康科学部門 部 長

副部長

2018年度健康科学部門の研究活動報告を致します。

1.栄養クリニックのヘルシーダイエットコース参加者を対象にした研究

。糖尿病合併のないメタボリックシンドローム130例を対象にして,食事中の炭水化物に対する食

物繊維含有比率とインスリン抵抗性 (HOMA_IR)と の有意な関連性を認めた。 (資料 3)

。メタボリックシンドローム130例 を対象にして,栄養素ではなく,食品摂取のメタボリックシンド

ローム関連因子に及ぼす影響を検討した。緑黄色野菜,海藻・きのこ,淡色野菜摂取は含有する食

物繊維の影響でメタボリックシンドローム関連因子の改善を認めた。 (糖尿病に投稿中)

・メタボリックシンドローム130例 を対象にして,行動変容のメタボリックシンドローム関連因子

に及ぼす影響を検討した。 (現在,結果を解析中で投稿予定)

2.栄養クリニックでの臨床試験による研究

肥満者を対象にして発酵卵白を投与しぅCTス キャン検査による内臓脂肪面積への影響を検討し

た。発酵卵白投与により内臓脂肪面積の有意な減少を認めた。

(資料 2,H)

健常者を対象にナットウキナーゼ含有食品を過剰に投与し,その安全性を検討した。ナットウキ

ナーゼ含有食品の安全性が示された。 (資料 1)

3.客員教授 中嶋克行氏,高橋貞夫氏,客員准教授 時田佳治氏との共同研究

レムナントリポ蛋白の代謝に関する新しい仮説,レムナントリポ蛋白のインスリン抵抗性,動脈

硬化などに及ぼす影響,意義を検討した。 (資料 4,6,8,9,10,12)

4.関東学院大学山田哲夫先生との共同研究

健常人を対象にした研究で,fat frcc milk摂取はインスリン分泌を増加し,筋肉の崩壊を促進す

るが,運動療法を行うとこれらが抑制できることを示した。 (資料 7)

オース トラリア・カーティン大学武智隆介氏との共同研究

日本人女性を対象にして,食事摂取記録による緑茶及びコーヒー摂取とポリフェノールバイオ
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マーカーとの有意関連性を示した。 (資料 5)
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